
【結露障害に要注意！】
冬場、ＰＣやスマホが起動しないトラブルが多発して

います。その原因の多くは「結露」。ＰＣ等の内部で
「結露」が発生すると、水没と同じように電気回路をショート
させ、動作しなくなったり、故障の原因になります。
「結露」を防ぐには、急激な温度変化を避けることが
重要です。クッション性のあるケースに入れる等、対策を！
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沼津経営塾開催日

２月５日（木）沼津市民文化センター第四会議室 ＰM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【行方不明！？】
うちの長男は現在大学３年生、神奈川県のアパー

トで一人暮らしをしています。その長男のバイト先
から先日、「ご長男の件ですが、前日『頭が痛い』
と早退して、本日は無断で欠勤をし、電話をしても
メールをしても、連絡が取れない状態でして…
今まで３年間、無断欠勤や連絡が取れない事もなく、
心配なので」という連絡を頂きました。

慌てて私も本人に電話やメールを送りましたが、
やっぱり返事がありません。普段でしたら、返信が
なくても、男の子じゃあ、まぁそんなもんかと、驚
きもしませんが、実はその日に“脳の病気”で、亡
くなってしまった方の話をお客様のところで聞いた
ばかり。そこへきて長男は「頭痛」。そして今まで
にない無断欠勤。「まさか、アパートで倒れている
のか？」そのほかにも、想像できる不安なことが…

一度入ってしまった“不安な負のスパイラル”か
ら抜けだせません。

仕方なく、神奈川の警察に相談をすると、長男の
アパートを確認して下さるというのです。（本当に
助かりました。）そして部屋の中まで見てもらうと
誰もいないというんです。ムムッ？ 部屋にはいな
い？！ とすると、事件にでも巻き込まれたのか？
警察の方は「もう立派な大人なんですから、ご心配
はわかりますが、明日まで様子を見たらどうでしょ
う？」とアドバイスを下さいました。「そんなの、
他人の子供だから言えるんだよ！」と心の中で思い
ましたが（汗） 妻とも相談し、様子を見ることに
しました。でも、眠れないんですよねぇ～ 心配で。

結局、早朝に長男から連絡があり、体調が悪いの
で、友達のところで、看病してもらい、気づいた時
には携帯の電池も終わってしまい、連絡が取れな
かったというオチなんです…

どんな理由であれ、一本の連絡を怠ったために、
多くの方に心配や迷惑をかけてしまった訳です。

これだけ通信手段が発達した現代、常に連絡がと
れるようにしておくのはマナーでしょうし、連絡を
するのは、用件を伝えるだけでなく、相手を思いや
る心遣いなんですよね。息子の“お粗末な行動”か
ら改めて学ばせて頂きました。警察の方にまで迷惑
を掛け、本人も落込んでいましたが、まぁ、無事で
本当に良かったです。（汗）

【過保護】
私は小さい頃「あなたは“やればできる子”なん

だから！」と、よく母から励まされました。大好き
な母にそんなことを言われると、色々なことに挑戦
しにくいんですよ。だって“やって出来ない姿”を
見せる訳にはいきませんからね！ お陰様で、いま
だに“俺の本気”はこんなもんじゃない！と思って
います。（笑）

私の母は本当に「過保護」でした。小学校の夏休
みの宿題などは、ずっとやらずにいて、ギリギリに
なって困った顔をすれば、自由研究も感想文も
「まったくしょうがないねぇ～」と言いながら、ほ
とんど母がやってくれました。母が私の字に似せて
わざと“ヘタクソの字”で書いたモノは、誰が見て
も私の何十倍も上手く、それを提出する私も勇気が
いりましたよ！（汗）

先日は、酔っぱらってホットカーペットの上に寝
てしまっていると、「こんなところに寝るんじゃな
い！」と言いながら、布団を持ってきてかけてくれ
ました。私51歳、母79歳。（笑）

母はやさしいんです。そして私のことを大切に
思ってくれているのでしょうし、“愛情”でいっぱ
いなんだと思いますよ。でも、この「過保護」が曲
者なんですよね。宿題をやらずに学校に行けば、先
生に怒られますから、次回はしっかりやろうと思う
かもしれませんし、カーペットの上に寝て、風邪を
ひけば、こんなところに寝てしまっては、ダメだと
学習するでしょう。「過保護」は、自分で解決する
力や、学ぶチャンスを奪ってしまいます。その結果、
依存的になったり、責任逃れをしたりして、自己評
価の低い子供を育ててしまうかもしれません。

「過保護」というと、甘やかすことだと思ってし
まいますが、「叱る」というのも、答えを与えるこ
とによって、自分で考えたり、解決する機会を奪う
ので、十分「過保護」なんだそうです。

もしかしたら、社員さんに対して「過保護」に
なっているかもしれません。社員さんの課題なのに、
かわりに問題を解決したり、助言をしたり、叱った
りする事は、いくら正しくても、支配されていると
思われたりするかもしれません。

「過保護」は、社員さんの成長を妨げるでしょう
し、もし自分が“忙しい”と感じるならば、他人の
課題に首を突っ込んでいるのかもしれませんね！
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